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適応ビジョンシステム 
VizWear と実時間学習型ステレオビジョン 

ＲＷＩ 適応ビジョンラボ 
 
 

 成果の内容 
 

賢い視覚情報処理で人をアシストするシステム

の要素技術を、「コンピュータといっしょに見る」と

「コンピュータに見守られる」の両面において確立

した。前者に対応する VizWear と、後者に対応する

実時間学習型ステレオビジョンについてデモを行う。 

成果の意義 
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最近のコンピュータの小型化、画像センサーやデ

ィスプレーの小型化によって、画像理解システムを

着装する（着る）ことができるようになってきた。

そこで、人間と同じ視点で得たリアルワールドの画

像を処理することによって人間にとって友達のよう

にフレンドリーで気が利く知的アシスタントシステ

ムの研究を行った。 
また、リアルワールドでは、すべての対象物のモ

デルを事前に登録することは不可能である。そこで、

人間の行動を観察し、人間によって示された対象物

を覚え、それに基づいてシーンを理解する、という

機能を持った実時間学習型のビジョンシステムの研

究を行った。 
これらにより、 
・ キーボードを使わなくともコンピュータと

フレンドリーに対話 
・ 人間といっしょに見る、また人を見守ること

とにより、人間の活動を支援 
・ お年寄りや身障者にも使いやすい案内シス

テム、メンテナンス作業支援等への応用 
等が可能となった。 
 

 
 

VizWear は、コンピュータビジョン技術による状

況把握や拡張現実に基づいた人間中心インタラクシ

ョンを可能にするウェアラブルシステム及びサービ

スの総称である。PC クラスタによって高度な画像

処理を実時間で実現している。 
実時間学習型ステレオビジョンは、ユーザが提示

した対象物のスムーズな学習、ユーザ識別、ユーザ

の基本動作の認識、学習しておいたハンドサインを

利用した計算機とのインタラクションをステレオ

3D 動画像処理に基づいて実現する。 
 

 
 

VizWear: ヘッドセッ

トを身につけることによ

り、着用者とほぼ同じ視

点から得られる映像を取

り込み、これに対してリ

アルタイム画像処理を行

い、直ちに結果を超小型ディスプレイを通して着用

者に示すシステムのデモを行う。シーン中の様々な

注釈情報（展示物の紹介、道案内、非常口等）を映

像に重ね合わせ表示するパノラマベーストアノテー

ション、認識に基づく３Ｄ情報提示、ハンドマウス

等を実演する。 
実時間学習型ステレオビジョン: 前もって、コン

ピュータに見せることによって対象物（例えば顔）

を計算機に学習させ、さらに学習した対象物を複数

個同時に実時間で検出し認識することができるシス

テムのデモを行う。実際に実時間 (30 frames/sec) で
動作し、たとえば「Ｘさんがコップで何かを飲んで

いる」とか「Ｙ

さんがうちわで

扇いでいる」な

どを画像情報か

ら理解すること

ができる。 
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